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論  文  内  容  の  要  旨  
． 
氏  名  （  髙橋 宏行 ）  
論文題名 120 GHz帯無線技術の実用化に向けた送受信回路およびパッケージ技術の研究 
論文内容の要旨 
 
 インターネット上で展開されるサービスや，個人が所有する情報機器端末の普及に伴い，有線通信だけでなく，無
線通信に対してもより一層の伝送速度の向上が求められている．近年，伝送速度が数ギガビットを超える高速無線技
術の実現に向けて，広い周波数帯域を利用できるミリ波帯無線技術が有望視されている．このような背景の下，光フ
ァイバ通信等で用いられている10 Gbit/s級のデータをリアルタイムで伝送可能な120 GHz帯無線技術の研究が進めら
れてきた． 
 しかしながら120 GHz帯無線技術の実用化においては，現状の振幅変調から位相変調方式の導入によるさらなる感度，
並びに周波数利用効率の向上，屋外運用に向けた装置の信頼性の向上，そして本技術の広範な利用の為の微弱無線局
規定への適合等，解決すべき課題があった．本論文では，これら3つの課題の解決に向けた，120 GHz帯化合物半導体
回路の設計技術，導波管パッケージの設計技術，並びに長・近距離無線装置の設計技術に関する研究について述べて
いる．まず位相変調方式を用いた無線用MMICの設計技術では，トランジスタ性能を最大限に活用した変復調回路を提
案し，BPSK，QPSKによる120 GHz帯10 Gbit/s無線伝送を実現した．次に導波管パッケージの設計技術では，外気を遮
断する気密封止技術と，隙間が空いても伝送特性が劣化しない導波管接続手法を考案した．最後に微弱無線局に適合
する変調波を発生させるため，不要波を抑圧できる送信機の構成を考案し，微弱無線局の規定下において10 Gbits/伝
送が可能であることを実証した．以上の研究により，屋外運用が可能な120 GHz帯10 Gbit/s無線装置の実用化，並び
にライセンスフリーの10 Gbit/s級近距離無線伝送の実現の見通しを得た． 
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論文審査の結果の要旨 
 
情報通信技術の高速大容量化の進展が続く中，光ファイバーによる有線通信だけでなく，無線通信に対してもより一
層の伝送速度の向上が求められている．無線通信の高速化の手段として，広い周波数帯域を利用できるミリ波帯無線
技術が有望視されている．中でも，光ファイバー通信並みの10 Gbit/s級の伝送速度を実現できる120 GHz帯無線通信
技術が注目されており，本論文は，この120 GHz帯無線通信技術の実用化において課題となっていた，周波数利用効率
の向上，受信感度の向上，無線通信装置の信頼性の向上，微弱無線局規定への適合に関し，それぞれの解決に向けて
行った研究についてまとめたものである．まず，周波数利用効率と受信感度の向上に対して，BPSKならびにQPSK位相
変調方式を導入した無線用MMICを開発し，送受信装置に組み込んで伝送実験を行い，所望の通信性能を達成している．
特にMMICの設計においては，トランジスタ性能を最大限に活用した変復調回路を提案するなど，卓越した高周波回路
設計技術が提案されている．次に，装置の信頼性向上に関しては，屋外の過酷な環境で使用することを想定し，上記
MMICを実装する導波管モジュールの気密封止技術を考案し，信頼性の高いモジュールの開発に成功している．加えて，
導波管で構成されている送受信装置やアンテナ装置の接続部に生じる隙間により，伝送特性が劣化するという問題を
解決するために，導波管接続部の構造をモデル化し，隙間の有無によらず良好な伝送特性を実現する導波管接続手法
を開発している．最後に，微弱無線局に適合する変調波を発生させるため，微弱無線において問題となる不要波を抑
圧できる送信機の構成を提案し，該規定に適合することを実証している．以上，本論文は， 120 GHz帯10 Gbit/s無線
装置の実用化に寄与する基盤技術を提案し，学術的に極めて優れた結果を得ており，博士（工学）の学位論文として
価値のあるものと認める． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
